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本研究は，適度に自宅内外で飲酒活動を行えることが人々の健康と幸福につながり，そのための都市・

交通環境の整備が重要であるとの視点から，個人属性と地域に着目して飲酒活動の実態と意識および健康

／幸福感との関係を分析することを目的とする．東京都市圏および宇都宮市在住の計 840 人を対象とした

Web アンケート調査を実施した．飲酒活動を「仕事関係の外飲み」，「プライベートの外飲み」，「家飲

み」，「友人宅飲み」の 4 つに分類し，頻度，選好，満足度等を質問した．分析の結果，飲酒活動の頻度，

選好，環境整備等に関する性別，年齢，地域による違いが明らかとなった．また，新型コロナウイルス

（COVID-19）蔓延下での外出自粛により，飲食店での飲酒頻度を含めて全ての外出目的で外出頻度の減

少と主観的幸福感の低下が起こり，性別，年齢，地域による違いも確認された． 
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1. はじめに 

 

外出活動は人々の生活の質向上において重要な要因

であり，飲酒を伴う外出活動の量や質も，日常生活にお

ける満足度や幸福感に影響を与えている例えば 1)-3)．また，

マーケティングの分野において，これまで飲酒活動に関

する多様な調査が行われている例えば 4)-7)．一方，新型コロ

ナウイルス（COVID-19）感染拡大防止のため，人々の

外出自粛と飲食店の営業自粛が行われ，飲酒を伴う外出

頻度の減少とともに在宅でのオンライン飲み会も普及し

てきた．本研究は，適度に自宅内外で飲酒活動を行える

ことが人々の健康と幸福につながり，そのための都市・

交通環境の整備が重要であるとの視点から，個人属性と

地域に着目して飲酒活動の実態と意識および健康／幸福

感との関係を分析することを目的とする．また，

COVID-19 蔓延による飲酒頻度や主観的幸福感の変化に

ついても分析する． 

 

 

2. アンケート調査 

 

2020年4月上旬（緊急事態宣言発令前），東京都市圏

[注1]および宇都宮市居住者，計840人に対して，Webアン

ケート調査を実施した（表-1）．飲酒活動の実態と意識

および健康／幸福感に関して，COVID-19 蔓延前（2019

年 4月～12月）の状況を質問し，最後に COVID-19蔓延

による飲酒頻度の変化や主観的幸福感を質問した．また，

調査票において，飲酒活動は，飲酒の状況の違いを考慮 

 

表-1 飲酒活動と健康／幸福感に関するアンケート調査概要 

調査期間 2020年 4月 3日（金）～4月 6日（月） 
調査 
対象者 

楽天インサイト株式会社のモニター： 
・東京23区240人，東京都市圏政令市240人，

東京都市圏それ以外 240人，宇都宮市 120人 
・性別（男女），年齢（20 代，30 代，40 代，

50代，60代，70代以上）で同数ずつ収集 
調査方法 インターネット調査 
調査項目 〇2019年 4月～12月の状況に関して： 

・個人属性：性別，年齢，居住地，職業，年

収，婚姻・交際関係，世帯構成など 
・健康，幸福感：身長，体重，生活習慣，主

観的健康観，生活満足度，主観的幸福感など 
・飲酒活動の実態と意識：飲酒活動種別頻

度，誰と，消費金額，好み，満足度，外飲み

／家飲みの理由，帰宅交通手段など 
〇2020年 4月の状況に関して： 
・COVID-19 蔓延による飲酒頻度の変化，主観

的幸福感など 
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して，以下の①～④に分類した．なお，お酒を飲めない

または飲まない人については，一緒にいる人がお酒を飲

む場合について回答を求めた． 

① 仕事の関係や所属するグループ等の付き合いで居酒

屋，バーなどに飲みに行く（仕事関係の外飲み） 

② プライベートで居酒屋，バーなどに飲みに行く（プ

ライベートの外飲み） 

③ 自宅でお酒を飲む（家飲み） 

④ 友人や知人宅でお酒を飲む（友人宅飲み） 

 

 

3. 分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 男女別飲酒頻度（括弧内は平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 年齢別飲酒頻度（括弧内は平均値） 

(1) 飲酒活動の頻度など 

4 種類の飲酒活動全てについて，男性の方が女性より

も頻度が高い（図-1）．年齢別では高齢になる程，外飲

みと友人宅飲みの頻度が低いが，家飲みの頻度は高い

（図-2）．地域別では，東京23区，東京都市圏政令市，

東京都市圏それ以外，宇都宮の順に，外飲みの頻度が高

い（図-3）．また，主観的健康観（「あなたは普段，ご

自身で健康だと思いますか？」という質問に，「健康で

ある」～「健康でない」の 5段階で回答）別では，家飲

みを除いて，健康である程，飲酒頻度が高い（図-4）．  

帰宅交通手段は，東京都市圏と比較して宇都宮で鉄道

の割合が非常に低く，バス，自動車同乗，運転代行の割

合が非常に高い（図-5）． 

 

(2) 飲酒活動の意識 

4 種類の飲酒活動について好きな順に順位付けしても

らい，1 位に挙げた飲酒活動の割合を図-6 に示す．男性

は女性よりも，「仕事関係の外飲み」を好む割合が高く，

「プライベートの外飲み」と「家飲み」を好む割合が低

い．また，高齢になる程，「家飲み」を好む割合が高い．

地域別では，東京 23 区，東京都市圏政令市で「外飲み」

を好む割合が高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 地域別飲酒頻度（括弧内は平均値） 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代（0.23回／週）
30代（0.16回／週）
40代（0.15回／週）
50代（0.13回／週）
60代（0.06回／週）

70代以上（0.09回／週）
仕事関係の外飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代（0.27回／週）
30代（0.25回／週）
40代（0.20回／週）
50代（0.16回／週）
60代（0.08回／週）

70代以上（0.08回／週）
プライベートの外飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代（0.97回／週）
30代（1.33回／週）
40代（1.57回／週）
50代（1.59回／週）
60代（2.52回／週）

70代以上（2.07回／週）
家飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代（0.13回／週）
30代（0.11回／週）
40代（0.05回／週）
50代（0.04回／週）
60代（0.03回／週）

70代以上（0.03回／週）
友⼈宅飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京23区（0.19回／週）
東京都市圏政令市（0.15回／週）

東京都市圏それ以外（0.09回／週）
宇都宮（0.08回／週）

仕事関係の外飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京23区（0.23回／週）
東京都市圏政令市（0.19回／週）

東京都市圏それ以外（0.13回／週）
宇都宮（0.10回／週）

プライベートの外飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京23区（1.65回／週）
東京都市圏政令市（1.53回／週）

東京都市圏それ以外（1.83回／週）
宇都宮（1.70回／週）

家飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京23区（0.07回／週）
東京都市圏政令市（0.07回／週）

東京都市圏それ以外（0.06回／週）
宇都宮（0.06回／週）

友⼈宅飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事関係の外飲み男性（0.20回／週）
仕事関係の外飲み⼥性（0.08回／週）

プライベートの外飲み男性（0.20回／週）
プライベートの外飲み⼥性（0.15回／週）

家飲み男性（2.20回／週）
家飲み⼥性（1.15回／週）

友⼈宅飲み男性（0.07回／週）
友⼈宅飲み⼥性（0.06回／週）

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇
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図-4 主観的健康観別飲酒頻度（括弧内は平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 飲酒後の主な帰宅交通手段（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 最も好きな飲酒活動の種類 

 

外飲みの理由は，「友人や知人とのコミュニケーシ

ョン」と回答した割合が最も高く，次いで，「自宅で

はできない飲食」，「非日常の雰囲気を味わう」，

「ストレス解消」，「リラックス」である（図-7）．

一方，家飲みの理由は，「リラックス」，「自宅の方

が気楽」，「外飲みより安い」と回答した割合が高い

（図-8）． 

「外飲みの満足度向上のために必要なこと」につい

ては，飲食費や交通費といった経済的な制約の緩和に

関わる項目の回答率が最も高い．また，宇都宮，東京

都市圏それ以外で，自宅や職場，飲食店まで「徒歩や

公共交通で行きやすい／帰りやすい」の割合が相対的

に高い（図-9）． 

 

(3) COVID-19蔓延による飲酒頻度と主観的幸福感の変化 

2019 年 12 月までと比較して，COVID-19 が蔓延した

2020年 4月上旬（緊急事態宣言発令前）における飲酒頻

度の変化について質問した．図-10 に示すように，年齢

が低いほど，外飲みの頻度が減った人の割合が高く，逆

に家飲みの頻度が増えた人の割合が高い．また，東京

23 区と宇都宮で飲酒およびその他の外出頻度の変化を

比較すると，東京 23 区の方が宇都宮よりも，外飲みを

含めて全ての目的で外出頻度が減った人の割合が高く，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 外飲みの理由（最大 5つまで複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 家飲みの理由（最大 5つまで複数回答） 

0% 20% 40% 60% 80%

友⼈や知⼈とのコミュニケーション

店員とのコミュニケーション

知らない⼈と話せる、新しい友⼈ができる

⾃宅では飲めないお酒や⾷べられない料理が味わえる

⾃宅とは異なる⾮⽇常の雰囲気を味わえる

⾃宅では準備・後⽚付けが⾯倒である

⾃宅には⼈を呼びたくない

気分をリラックスする

ストレス解消のため

お酒が好き

習慣

その他

宇都宮 東京都市圏それ以外 東京都市圏政令市 東京23区

0% 20% 40% 60%

家族、友⼈や知⼈とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

外で飲むより安いから

外で飲むより⾃宅の⽅が気楽だから

外で飲むと、⾏き・帰りの交通⼿段が不便だから

魅⼒的なお店が少ないから

⾃分で料理やおつまみを作れるから

ｽｰﾊﾟｰやｺﾝﾋﾞﾆで購⼊できるお酒やお惣菜で⼗分だから

時間に追われずに済む（ﾗｽﾄｵｰﾀﾞｰがない）から

⾃宅でもSNS等で友⼈や知⼈とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが取れるから

気分をﾘﾗｯｸｽする

ｽﾄﾚｽ解消のため

お酒が好き

習慣

その他

宇都宮 東京都市圏それ以外 東京都市圏政令市 東京23区

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である（0.18回／週）(n=374)

まあ健康である（0.12回／週）(n=345)

どちらともいえない（0.08回／週）(n=66)

あまり健康でない（0.05回／週）(n=42)

健康でない（0.01回／週）(n=13)

仕事関係の外飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である（0.22回／週）(n=374)

まあ健康である（0.15回／週）(n=345)

どちらともいえない（0.13回／週）(n=66)

あまり健康でない（0.10回／週）(n=42)

健康でない（0.06回／週）(n=13)

プライベートの外飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である（1.87回／週）(n=374)

まあ健康である（1.52回／週）(n=345)

どちらともいえない（1.94回／週）(n=66)

あまり健康でない（0.96回／週）(n=42)

健康でない（1.05回／週）(n=13)

家飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である（0.09回／週）(n=374)

まあ健康である（0.05回／週）(n=345)

どちらともいえない（0.05回／週）(n=66)

あまり健康でない（0.03回／週）(n=42)

健康でない（0.00回／週）(n=13)

友⼈宅飲み

全くない 年に1、2⽇以下 数ヶ⽉に1⽇ ⽉に1⽇ ⽉に数⽇
週に1⽇ 週に2⽇ 週に3、4⽇ 週に5、6⽇ ほぼ毎⽇

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

鉄道

バス

⾃動⾞運転

⾃動⾞同乗

タクシー

運転代⾏

オートバイ

⾃転⾞

徒歩

その他

宇都宮 東京都市圏それ以外 東京都市圏政令市 東京23区

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性
⼥性

20代
30代
40代
50代
60代

70代以上

東京23区
東京都市圏政令市

東京都市圏それ以外
宇都宮

仕事関係の外飲み プライベートの外飲み 家飲み 友⼈宅飲み
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家飲みの頻度が増えた人の割合が高い（図-11～図-12）．

「とても減った」の割合は，「仕事関係の外飲み」

（p<0.01），「友人宅飲み」（p<0.05），「通勤」

（p<0.01），「業務・出張」（p<0.05），「家族等の送

迎」（p<0.05）で，東京 23区と宇都宮との間に有意差が

認められた． 

主観的幸福感（「あなた自身はどの程度幸せですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 外飲みの満足度向上に必要なこと 

（最大 5つまで複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 COVID-19蔓延による年齢別飲酒頻度の変化 

（括弧内は 2019年 4月～12月の平均値） 

0 点（非常に不幸せ）～10 点（非常に幸せ）でお答え下

さい」に対する回答値）は，2019年4月～12月のサンプ

ル全体の平均値は 7.0 であり，男性より女性，60 代以上，

東京都市圏で高い傾向であった．しかし，COVID-19 が

蔓延した2020年4月上旬（緊急事態宣言発令前）には，

サンプル全体の平均値は 5.3 と大きく低下し，男性より

女性，高齢者より若者，宇都宮より東京都市圏で，低下

の程度は大きかった（図-13～図-15）． 

 

 

4. まとめ 

 

本研究では，個人属性と地域に着目して飲酒活動の実

態と意識および健康／幸福感との関係，そして COVID-

19 蔓延による影響を明らかにするためのアンケート調

査を実施した．分析により，以下が明らかとなった． 

・男性は女性より飲酒頻度が高く，外飲みを好む． 

・若者は外飲みを好み頻度も高く，高齢者は家飲みを好

み頻度も高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11  COVID-19蔓延による地域別飲酒頻度の変化 

（括弧内は 2019年 4月～12月の平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12  COVID-19蔓延による地域別外出頻度の変化 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

魅⼒的な居酒屋、ﾊﾞｰなどの飲⾷店を増やす

居酒屋、ﾊﾞｰなどの飲⾷店の料⾦が安くなる

居酒屋、ﾊﾞｰなどの飲⾷店の営業時間を延⻑する

居酒屋、ﾊﾞｰなどの飲⾷店の情報提供を充実させる

⾃宅や職場から飲⾷店に徒歩や公共交通で⾏きやすい

飲⾷店から⾃宅まで徒歩や公共交通で帰りやすい

終電や終ﾊﾞｽの時刻を遅らせる

ﾀｸｼｰ・運転代⾏の料⾦を安くする

公共交通の情報提供を充実させる

⾃由な時間が増える

⾃由に使えるお⾦が増える

健康状態が良くなる

仕事の時間が短くなる

家族や交際相⼿が不満を⾔わない

⼀緒に飲む友⼈や知⼈が増える

その他

宇都宮 東京都市圏それ以外 東京都市圏政令市 東京23区

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代（0.23回／週）
30代（0.16回／週）
40代（0.15回／週）
50代（0.13回／週）
60代（0.06回／週）

70代以上（0.09回／週）
仕事関係の外飲み

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代（0.27回／週）
30代（0.25回／週）
40代（0.20回／週）
50代（0.16回／週）
60代（0.08回／週）

70代以上（0.08回／週）
プライベートの外飲み

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代（0.97回／週）
30代（1.33回／週）
40代（1.57回／週）
50代（1.59回／週）
60代（2.52回／週）

70代以上（2.07回／週）
家飲み

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代（0.13回／週）
30代（0.11回／週）
40代（0.05回／週）
50代（0.04回／週）
60代（0.03回／週）

70代以上（0.03回／週）
友⼈宅飲み

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事関係（0.19回／週）

プライベート（0.23回／週）

⾃宅（1.65回／週）

友⼈・知⼈宅（0.07回／週）

東京23区

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事関係（0.08回／週）

プライベート（0.10回／週）

⾃宅（1.70回／週）

友⼈・知⼈宅（0.06回／週）

宇都宮

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤
業務・出張

⾷料品や⽇⽤品の買い物
通院

⾷事・社交
趣味・娯楽

家族等の送迎
その他、私⽤⽬的の外出

東京23区

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤
業務・出張

⾷料品や⽇⽤品の買い物
通院

⾷事・社交
趣味・娯楽

家族等の送迎
その他、私⽤⽬的の外出

宇都宮

1.とても減った 2.やや減った 3.どちらともいえない 4.やや増えた 5.とても増えた
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図-13  COVID-19蔓延による男女別主観的幸福感の変化 

（括弧内は平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-14  COVID-19蔓延による年齢別主観的幸福感の変化 

（括弧内は平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-15  COVID-19蔓延による地域別主観的幸福感の変化 

（括弧内は平均値） 

 

・東京都心の方が，外飲みを好み頻度も高く，家飲みの

頻度が若干低い． 

・主観的健康観が高い程，外飲みの頻度が高い． 

・東京都心から離れる程，外飲み後の交通手段が不便な

ため家で飲み，外飲みへ徒歩・公共交通で行き帰りしや

すさを求めている． 

・COVID-19が蔓延した 2020年 4月上旬（緊急事態宣言

発令前）に，外飲み頻度，外出頻度が減少し，東京都市

圏で減少の程度が大きい．また，主観的幸福感も低下し，

女性，若者，東京都市圏で低下の程度が大きい． 

 今後，飲酒活動と健康／幸福感の関係について，詳細

な分析を行う予定である． 

 

注 

[1] 東京都市圏パーソントリップ調査に合わせて，東京都，千

葉県，埼玉県，神奈川県に加えて茨城県南部を含む． 
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